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海
外
へ
も
活
動
広
が
る
若
旅
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
報
告
／
保
護
者
会
秋
季
役
員
会
開
催

フ
レ
ス
タ
と
共
同
で
お
菓
子
詰
め
合
わ
せ
商
品
開
発

就
職
活
動
体
験
記
／
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
立
町
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス（
仮
称
）設
置

平
成
26
年
度
推
薦
入
試
結
果
報
告
／
秋
の
叙
勲

　

本
学
で
は
、
学
生
が
意
欲
的
に
学
び
や
課
外
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
講
義
棟
や
図
書
館
、
興
動
館
や

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
施
設
・
学
習
環
境
の
整
備
に
も
力
を
注
い
で
き
た
。
そ
う
し
た
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実

を
め
ざ
し
、
学
生
同
士
が
集
い
、
学
び
合
う
新
た
な
施
設
「
明
徳
館
」
の
建
設
構
想
が
本
格
的
に
始
動
し
た
。

こ
こ
で
は
新
施
設
建
設
の
目
的
や
施
設
内
部
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

新
施
設「
明
徳
館
」建
設
を
計
画

�

地
下
１
階
、地
上
10
階
の
学
び
の
場

学生の自主性育む環境の充実へ

い
、
学
び
合
え
る
場
の
拡
充
で

あ
る
。
例
え
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
に
取
り
組
む
学
生
に
は

興
動
館
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル

所
に
新
施
設
「
明
徳
館
」
を
建

設
す
る
計
画
が
進
ん
で
い
る
。

　

本
施
設
建
設
の
大
き
な
目

的
は
、
学
生
が
自
主
的
に
集

　
　

現
４
号
館
、
５
号
館
の
場

カ
ー
の
象
徴
ボ
ビ
ー
・
チ
ャ
ー

ル
ト
ン
卿
に
贈
呈
し
た
。

　

本
学
で
は
、
平
成
24
年
度
よ

り
広
島
経
済
大
学
名
誉
博
士
称

号
贈
呈
規
程
を
設
け
て
い
る
。

こ
の
「
名
誉
博
士
」
の
称
号
は
、

本
学
に
お
け
る
教
育
研
究
の

発
展
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た

者
、
も
し
く
は
学
術
文
化
の
発

展
又
は
社
会
貢
献
に
関
し
て
顕

著
な
功
績
が
あ
り
、
本
学
に
お

い
て
顕
彰
す
る
こ
と
が
適
当
と

認
め
ら
れ
る
者
に
贈
呈
す
る
。

　

チ
ャ
ー
ル
ト
ン
卿
は
、
11
月

に
開
催
し
た
国
際
ス
ポ
ー
ツ
サ

ロ
ン
の
講
演
者
と
し
て
来
広
。

彼
の
こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
界

に
お
け
る
国
際
的
な
功
績
に
よ

り
、こ
の
度
の
贈
呈
と
な
っ
た
。

は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
上
最
高

の
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
称
さ
れ
る

Sir Bobby Charlton

（
サ
ー
・

ボ
ビ
ー
・
チ
ャ
ー
ル
ト
ン
）。

　

１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
開

催
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
お
い

て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
優
勝
に
導

い
た
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
り
、
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
の
最
多
得
点
記
録
保
持
者
で

も
あ
る
。
ま
た
「Sir

（
サ
ー
）」

の
称
号
（
イ
ギ
リ
ス
の
叙
勲
制

度
に
お
け
る
栄
誉
称
号
）
を
も

自
主
性
と
好
奇
心

高
め
合
う
た
め
に

　

平
成
25
年
９
月
、
興
動
館

エ
リ
ア
隣
接
の「
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
パ
ー
ク
（
仮
称
）」
の
球
技

場
部
分
が
完
成
し
た
。
全
面

人
工
芝
の
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト

　

平
成
25
年
11
月
７
日
、
本

学
が
国
際
的
に
活
躍
す
る
ス

ポ
ー
ツ
関
係
者
を
広
島
に
招
聘

し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
テ
ー
マ
に
講

演
す
る
「
第
２
回
国
際
ス
ポ
ー

ツ
サ
ロ
ン
」
を
国
際
会
議
場

に
お
い
て
開
催
し
た
。
講
師

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
の
象
徴

ボ
ビ
ー
・
チ
ャ
ー
ル
ト
ン
卿
講
演

１
面
（
106
ｍ
×

68
ｍ
）
と
そ
の

内
側
に
フ
ッ
ト

サ
ル
コ
ー
ト
４

面
、
高
さ
14
ｍ

の
ネ
ッ
ト
フ
ェ

ン
ス
と
ナ
イ

タ
ー
照
明
が
設

置
さ
れ
て
い

る
。

　

引
き
続
き
付

属
施
設
建
設
の

た
め
、
10
月
31

日
に
は
地
鎮
祭

が
厳
か
に
行
わ

れ
、
来
年
３
月

の
完
成
に
向
け

着
工
し
た
。
付

属
施
設
は
鉄
筋

地
上
３
階
建

て
、
延
べ
面
積

１
０
４
４
・
６ 

８
㎡
。
１
階
に
更
衣
室
３
部

屋
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、

ス
タ
ッ
フ
兼
メ
デ
ィ
カ
ル
ル
ー

ム
、
２
階
に
大
小
の
更
衣
室
４

部
屋
お
よ
び
倉
庫
２
部
屋
、
３

施設・設備の拡充
人工芝完備のフットボールパーク（仮称）

球技場部分完成
引き続き付属施設建設へ

ボ
ビ
ー・チ
ャ
ー
ル
ト
ン
卿
に

広
島
経
済
大
学
名
誉
博
士
の
称
号
を
贈
呈

サー・ボビー・チャールトン氏

階
に
ど
の
席
か
ら
も
し
っ
か
り

と
試
合
を
観
覧
で
き
る
階
段
式

観
覧
席
を
３
３
０
席
設
置
す
る

予
定
だ
。

　

こ
の
「
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
パ
ー

ク
（
仮
称
）」
は
、
よ
り
多
く

の
学
生
が
快
適
に
課
外
活
動
に

取
り
組
め
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
が
主
な
目
的
だ
が
、
授
業
や

興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の

ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
利
用
も
大

い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

完成した球技場部分

に
対
応
し
た
教
室
を
配
し
、
４

階
に
は
食
堂
を
設
置
。
５
階

は
、
教
職
員
が
学
生
の
学
習
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
ラ
ー
ニ
ン
グ
フ

ロ
ア
に
。
さ
ら
に
６
～
10
階
は

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
フ
ロ
ア
と
し

て
、
ゼ
ミ
教
員
ご
と
に
専
用
の

机
と
椅
子
を
設
置
。
各
ゼ
ミ
に

所
属
す
る
１
～
４
年
次
生
が
自

由
に
集
い
学
び
合
え
る
場
を
提

供
す
る
。

　
　
　

◇　

◇　

◇

　

施
設
名
「
明
徳
館
」
の
名

は
、
本
学
の
立
学
の
方
針
で
あ

る
「
大
学
の
道
は
明
徳
を
明
ら

か
に
す
る
に
あ
り
」
に
由
来
す

る
。
学
生
一
人
ひ
と
り
が
学
問

研
究
を
通
じ
て
本
来
持
っ
て
い

る
明
徳
す
な
わ
ち
、「
曇
り
の

な
い
本
性
」
を
磨
き
、
前
途
有

為
な
人
間
と
し
て
自
己
を
確
立

す
る
場
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を

本
学
は
信
念
と
し
て
い
る
。「
明

徳
館
」
が
学
生
の
明
徳
を
輝
か

せ
る
知
の
塔
に
な
る
こ
と
を
め

ざ
し
、
建
設
構
想
を
さ
ら
に
進

め
て
い
く
予
定
だ
。

サッカー人生をふりかえるチャールトン卿

学
生
が
輝
く

「
学
び
の
塔
」へ

に
取
り
組
む
学
生
に
は
部
室
な

ど
、
学
生
が
自
主
的
・
意
欲
的

に
活
動
に
取
り
組
む
場
所
が
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
所
属

し
な
い
学
生
に
と
っ
て
、
授
業

時
間
以
外
で
仲
間
と
過
ご
せ
る

場
所
は
多
く
な
い
。
授
業
以
外

の
学
び
の
場
と
し
て
は
、
図
書

館
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
図
書
館

は
あ
く
ま
で
本
か
ら
知
識
を
得

る
場
所
で
あ
り
、
他
者
と
の
対

話
の
場
で
は
な
い
。
学
生
同
士

が
授
業
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ

と
を
教
え
合
っ
た
り
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
り
す
る
な

ど
、
他
者
と
の
対
話
の
な
か
で

知
識
を
増
や
し
学
び
を
深
め
る

こ
と
は
、
豊
か
な
人
間
性
を
涵

養
す
る
た
め
に
は
と
て
も
有
意

義
な
こ
と
と
言
え
る
。
そ
う
し

た
環
境
を
す
べ
て
の
学
生
が
享

受
し
、
自
分
を
磨
く
場
。
そ
れ

が
「
明
徳
館
」
で
あ
る
。

建設中の付属施設

第
２
回
国
際
ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
開
催

計画中の新施設「明徳館」

　

平
成
25
年
11
月
７
日
、
本
学

よ
り
広
島
経
済
大
学
名
誉
博
士

の
称
号
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
サ
ッ

ち
、
日
本
で
も
２
０
１
２
（
平

成
24
）
年
に
旭
日
小
綬
章
を
受

章
し
て
い
る
。

　

チ
ャ
ー
ル
ト
ン
卿
は
講
演

で
、
生
い
立
ち
か
ら
こ
れ
ま
で

の
サ
ッ
カ
ー
人
生
に
つ
い
て
語

り
、
ま
た
、「
前
を
向
い
て
進

め
ば
、
良
い
結
果
が
待
っ
て
い

ま
す
。大
切
な
こ
と
は
、シ
ュ
ー

ト
を
打
た
な
け
れ
ば
得
点
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。

　

講
演
会
翌
日
の
８
日
に
は
、

松
井
広
島
市
長
へ
の
表
敬
訪
問

や
原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
の
参

拝
、
原
爆
資
料
館
の
見
学
を
さ

れ
、
午
後
よ
り
本
学
に
お
い
て

も
在
学
生
対
象
に
授
業
を
し
て

い
た
だ
い
た
。
聴
講
し
た
ス

ポ
ー
ツ
経
営
学
科
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
学
生
た
ち
は
熱
心

に
メ
モ
を
と
る
な
ど
し
て
、
貴

重
な
話
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

設
備
と
し
て
は
、地
下
１
階
、

地
上
10
階
建
て
を
予
定
。
内
部

施
設
の
構
想
と
し
て
は
、
１
階

を
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
、

講
演
会
や
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
、

学
生
の
活
動
発
表
な
ど
、
多
様

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る
広

い
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。
２

～
３
階
は
、
興
動
館
科
目
な
ど

の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
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若
旅
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み

●
税
理
士
試
験
会
計
科
目
【
簿

記
論
・
財
務
諸
表
論
】
番
匠
谷

一
也
（
経
済
学
科
４
年
）

●
日
商
簿
記
検
定
【
２
級
】
小

川
恭
明
（
経
営
学
科
４
年
）、

柳
田
舞
子
（
経
営
学
科
４
年
）、

埜
村
岳
史
（
経
営
学
科
３
年
）、

森
永
健
太
（
経
営
学
科
３
年
）、

加
藤
優
大
（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学

平
成
25
年
度
前
期
資
格
・

能
力
等
表
彰
者

　

若
者
の
旅
行
促
進
に
取
り
組
み
、
地
域
の
観
光
振
興
に
貢
献
す
る
「
若
旅
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
本
学
が
人
間
力
育
成
の
た

め
に
設
置
し
て
い
る
「
興
動
館
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
あ
る
。
平
成
23
年
４
月
よ
り
中
国
運
輸

局
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、「
若
者
の
旅
行
離
れ
」
の
問
題
分
析
や
、
若
者
層
が
参
加
し
や
す
い
旅
行
像
、
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
連

携
し
て
検
討
し
た
り
、
広
島
を
は
じ
め
、
鹿
児
島
や
山
口
な
ど
の
他
県
へ
も
足
を
伸
ば
し
、
さ
ら
に
は
海
外
と
広
島
を
つ
な
ぐ
取

り
組
み
も
実
施
す
る
な
ど
、
活
動
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
年
々
広
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
取
り
組
み
の
様
子
を
紹
介
す
る
。

興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

鹿
児
島
を
訪
ね
、
魅
力
を
体
験

若
者
向
け
観
光
ツ
ア
ー
を
提
案

鹿
児
島
カ
レ
ッ
ジ

　

本
学
、
関
西
大
学
、
神
戸
松

蔭
女
子
学
院
大
学
、
清
泉
女
子

大
学
、
和
歌
山
大
学
の
５
大
学

の
学
生
が
、
鹿
児
島
県
の
観
光

地
で
の
体
験
実
習
を
通
し
て
若

者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
観
光

ツ
ア
ー
の
開
発
に
取
り
組
む

「
鹿
児
島
カ
レ
ッ
ジ
」。
Ｊ
Ｒ
西

日
本
と
鹿
児
島
県
の
共
催
で
、

優
秀
な
企
画
は
実
際
の
旅
行
プ

ラ
ン
と
し
て
採
用
さ
れ
る
。
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
は
８
名
の

学
生
が
参
加
し
、
鹿
児
島
県
薩

摩
川
内
市
甑
島（
こ
し
き
じ
ま
）

で
「
癒
や
し
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
観
光
プ
ラ
ン
を
考
案
し
た
。

９
月
の
体
験
実
習
で
は
実
際
に

甑
島
を
訪
れ
、
地
元
の
方
々
と

交
流
し
、
郷
土
料
理
や
伝
統
工

芸
、
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
魅
力

あ
る
観
光
資
源
を
自
ら
の
足
で

探
し
た
。

　

現
地
を
訪
れ
た
山
本
圭
太
さ

ん
（
経
営
学
科
３
年
・
広
島
県

／
広
島
観
音
高
校
出
身
）
は
、

「
島
の
方
々
は
道
で
人
と
す
れ

違
う
時
に
必
ず
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
僕
た
ち

の
よ
う
な
島
外
の
人

に
も
声
を
か
け
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
人
と
の
温
か
い
交

流
に
魅
力
を
感
じ
、

島
の
人
々
の
魅
力
と

島
の
自
然
の
美
し
さ

を
観
光
ツ
ア
ー
に
活

か
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
」
と
語
る
。

　

山
本
さ
ん
ら
が
提
案
す
る
観

光
プ
ラ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
単

に
島
の
景
色
や
食
事
を
楽
し
む

旅
で
は
な
く
、
島
の
人
々
と
の

交
流
を
メ
イ
ン
に
し
た
企
画
で

あ
る
こ
と
だ
。
10
月
の
中
間
報

告
会
で
は
、
各
大
学
の
学
生
が

体
験
実
習
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
を
企
画
に
ま
と
め
て
発
表

し
、
質
疑
応
答
で
は
旅
行
プ
ラ

ン
を
よ
り
魅
力
あ
る
も
の
に
す

る
意
見
が
飛
び
交
っ
た
。
今
後

は
さ
ら
に
具
体
化
し
た
内
容
で

成
果
報
告
会
に
臨
む
。
学
生
な

ら
で
は
の
視
点
が
活
か
さ
れ
た

魅
力
あ
る
観
光
プ
ラ
ン
の
実
現

に
期
待
し
た
い
。

伝統工芸を視察するメンバーたち地
域
振
興
を
兼
ね
た

就
活
ツ
ア
ー
の
新
ス
タ
イ
ル

山
口
就
活
ツ
ア
ー

　

西
京
銀
行
と
中
国
運
輸
局
の

共
催
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

新
し
い
活
動
と
し
て
９
月
11
日

か
ら
９
月
13
日
の
３
日
間
、「
若

旅
in
や
ま
ぐ
ち
」
が
実
施
さ
れ

た
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
就
職
活
動

を
控
え
た
大
学
生
が
対
象
で
あ

る
。
山
口
県
内
の
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
企
業
を
訪
問
し
て
働
く
こ
と

へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
目

的
。
ま
た
、
県
内
観
光
名
所
を

巡
る
プ
ラ
ン
も
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
、
山
口
県
の
企
業
Ｐ
Ｒ
と

観
光
振
興
、
学
生
の
就
職
活
動

支
援
に
貢
献
す
る
内
容
に
な
っ

て
い
る
。

　

ツ
ア
ー
参
加
者
か
ら
は
、「
就

職
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
っ

た
」「
こ
れ
か
ら
の
就
職
活
動

に
自
信
を
持
っ
て
臨
め
そ
う
」

「
山
口
県
で
就
職
し
た
い
と

思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。
ま
た
、
協
力
企
業
か

ら
も
「
次
回
も
参
加
し
た
い
」

「
山
口
県
を
知
っ
て
も
ら
う
良

い
機
会
に
な
っ
た
」「
こ
の
取

り
組
み
を
今
後
、
も
っ
と
拡
大

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
満
足
度
の

外
国
人
観
光
客
に
向
け

広
島
の
魅
力
を
発
信

広
島
市
受
託
事
業

広
島
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

日
韓
の
親
交
を
深
め
る

韓
国
ツ
ア
ー

高
い
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
曾
根
一

誠
さ
ん
（
経
営
学
科
３
年
・
広

島
県
／
廿
日
市
西
高
校
出
身
）

は
、「
多
く
の
企
業
の
方
々
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
に
『
人
と
の
出
会
い
』

　

広
島
経
済
大
学
の
姉
妹
校
で

あ
る
韓
国
の
大て

ぐ邱
大
学
校
お
よ

び
嶺よ

ん
な
む南
大
学
校
の
学
生
と
交
流

し
、
広
島
の
魅
力
や
歴
史
に
つ

い
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
韓

国
ツ
ア
ー
の
企
画
が
進
行
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
２
度
、
本

学
の
学
生
が
大
邱
大
学
校
と
嶺

南
大
学
校
を
訪
問
し
、
広
島
の

認
知
度
調
査
や
韓
国
学
生
の
旅

行
に
対
す
る
意
識
調
査
、
広
島

へ
の
旅
行
プ
ラ
ン
の
紹
介
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
「
韓
国
の
学
生
に
広
島
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の『
広
島
か
る
た
』

を
製
作
し
て
持
っ
て
行
き
ま
し

た
。
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
広

島
の
歴
史
や
生
活
文
化
な
ど
を

調
べ
る
必
要
が
あ
り
、
私
た
ち

自
身
も
地
元
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

話
す
の
は
西
山
美
優
貴
さ
ん

（
経
営
学
科
３
年
・
広
島
県
／

安
芸
府
中
高
校
出
身
）。

　
「
現
地
の
学
生
と
の
交
流
を

通
じ
て
嬉
し
か
っ
た
の
は
、『
広

島
に
行
っ
て
み
た
い
』
と
い
う

声
を
も
ら
え
た
と
き
。
独
立
行

政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）
の
調
査
デ
ー

タ
に
よ
る
と
、
２
０
１
１
（
平

成
23
）
年
度
の
韓
国
か
ら
日
本

へ
の
渡
航
者
の
う
ち
、
広
島
へ

訪
れ
る
人
は
０
・
７
％
。
広
島

に
興
味
を
持
つ
学
生
を
も
っ
と

増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
続
け

た
。

　

ツ
ア
ー
実
施
は
、
２
０
１
４

（
平
成
26
）
年
２
月
を
予
定
し

て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

観
光
庁
の
『
若
者
旅
行
振
興
取

組
事
例
集
』
に
も
掲
載
さ
れ
る

な
ど
、
学
外
か
ら
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。

　

外
国
人
観
光
客
向
け
の
広
島

観
光
コ
ー
ス
を
企
画
し
、
冊
子

を
作
成
す
る
取
り
組
み
が
今
秋

か
ら
始
ま
っ
た
。
企
画
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
広
島
な
ら
で
は
の

お
も
て
な
し
」。
本
学
が
広
島

市
か
ら
委
託
を
受
け
た
取
り
組

み
で
、
外
国
人
観
光
客
の
満
足

度
を
高
め
て
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増

や
す
こ
と
で
広
島
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
め
ざ
す
。
本

学
の
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
広

島
市
内
の
大
学
生
、
観
光
業
や

飲
食
業
の
関
係
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
メ
ン
バ
ー
が
連
携
し
て
観

光
コ
ー
ス
を
考
案
。
10
月
か
ら

３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
、
約
50
名
が
参
加
し
た
。

　
「
対
象
が
外
国
人
観
光
客
と

い
う
こ
と
で
、
若
者
だ
け
で
な

く
家
族
連
れ
や
年
配
観
光
客
ま

で
幅
広
い
年
代
を
視
野
に
入
れ

た
企
画
を
考
え
ら
れ
た
の
は
と

て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
経
験
を
今
後
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
活
か
し

て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

る
三
浦
大
河
さ
ん
（
経
営
学
科

３
年
・
広
島
県
／
広
島
国
際
学

院
高
校
出
身
）
は
語
っ
た
。

　

モ
デ
ル
コ
ー
ス
は
、
市
内
の

商
店
街
で
の
買
い
物
や
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
で
広
島
を
散
策
で
き

る
コ
ー
ス
、
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア

ム
で
の
野
球
観
戦
や
東
広
島
市

の
酒
蔵
巡
り
が
で
き
る
コ
ー
ス

な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
１
泊

２
日
で
広
島
を
満
喫
で
き
る
。

コ
ー
ス
案
内
の
冊
子
は
、
観
光

案
内
所
な
ど
で
配
布
。
広
島
観

光
の
満
足
度
を
よ
り
高
め
て
い

く
施
策
が
今
後
ど
れ
だ
け
の
成

果
を
導
く
の
か
、
大
い
に
期
待

さ
れ
る
。

西
日
本
学
生
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ス
ク
ー
ル（
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
）

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
in
サ
イ
パ
ン

　

９
月
15
日
か
ら
21
日
の
７
日

間
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
in
サ
イ
パ
ン
」
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
本
学
の

ほ
か
８
大
学
、
１
短
期
大
学
が

連
携
す
る
「
西

日
本
学
生
リ
ー

ダ
ー
ズ
・
ス

ク
ー
ル
（
Ｕ
Ｎ

Ｇ
Ｌ
）」（
文
部

科
学
省　

平
成

24
年
度
「
大
学

間
連
携
共
同
教

育
推
進
事
業
」

採
択
事
業
）
の

取
り
組
み
の
一

つ
で
あ
る
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

外
国
で
他
大
学
の
学
生
と
協
力

し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
活
動
に
取

り
組
み
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
磨
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
現
地
で
は

小
学
校
を
訪
問

し
、
教
育
実

習
に
取
り
組
ん

だ
。授
業
で
は
、

日
本
の
建
物
や

街
並
み
、
桜
や

ア
ニ
メ
な
ど
を

写
真
で
紹
介
し

た
り
、
折
り
紙

を
折
っ
た
り
し

て
子
ど
も
た
ち

に
日
本
文
化
を
伝
え
た
。
初
め

て
知
る
日
本
の
文
化
に
子
ど
も

た
ち
は
興
味
津
々
な
様
子
で
、

授
業
は
盛
り
上
が
っ
た
。

　

２
年
生
を
担
当
し
た
外
田
早

悠
実
さ
ん
（
経
営
学
科
４
年
・

広
島
県
／
高
陽
東
高
校
出
身
）

は
、「
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
を

任
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
全
員
の
意

欲
向
上
に
努
め
る
な
か
で
困
難

に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
頑
張
れ
た
の
は

仲
間
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
。

仲
間
と
協
力
し
て
助
け
合
う
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」と
笑
顔
で
語
っ
た
。

　

学
生
た
ち
は
、
こ
う
し
た
経

験
の
な
か
で
確
か
な
成
長
を
遂

げ
て
い
る
。

ケ
ニ
ア
社
会
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｃ 

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

　
「
ケ
ニ
ア
社
会
林
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
森
林
面
積
率

が
極
め
て
低
く
、
乾
燥
地
・
半

乾
燥
地
で
あ
る
ケ
ニ
ア
の
生
活

消
費
に
よ
る
森
林
減
少
問
題
に

対
応
す
る
た
め
、
早
稲
田
大
学

平
山
郁
夫
記
念
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
と

富
山
大
学
の
共
催
で
発
足
。
ケ

ニ
ア
政
府
と
協
力
し
な
が
ら
緑

化
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
年
で
10
回
目
の
開
催
と
な
っ

た
。
本
学
の
興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
携
わ
る
学
生
も
数
年
前

か
ら
毎
年
参
加
し
て
い
る
。

　

本
学
学
生
の
取
り
組
み
は
、

マ
サ
イ
族
と
協
力
し
て
植
林
を

す
る
こ
と
。
マ
サ
イ
族
の
人
々

の
一
日
は
、
何
キ
ロ
も
離
れ
た

川
ま
で
歩
い
て
水
汲
み
を
す
る

こ
と
か
ら
始
ま
る
。
１
日
に
使

え
る
水
が
限
ら
れ
て
い
る
環
境

資格表彰者

教育実習で授業アシスタントをする外田さん

企業訪問で製品の説明を聞くメンバーたち

の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
私
も
ツ
ア
ー

の
運
営
者
と
し
て
人
と
の
出
会

い
や
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。
今
回
の
経
験

を
活
か
し
て
、
ま
た
新
た
な
ツ

ア
ー
を
企
画
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
語
っ
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
若

旅
in
や
ま
ぐ
ち
」
を
モ
デ
ル
プ

ラ
ン
と
し
た
「
若
旅
in
ひ
ろ
し

ま
」
も
現
在
企
画
進
行
中
だ
。

若
旅
in
ひ
ろ
し
ま
の
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
菅
功
樹
さ
ん
（
経
営

学
科
３
年
・
広
島
県
／
安
西
高

校
出
身
）
は
、「
広
島
の
企
業
、

地
域
、
学
生
が
長
期
的
に
よ
い

関
係
を
築
い
て
い
く
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
う
れ
し
い
。
若
旅
in

や
ま
ぐ
ち
の
メ
ン
バ
ー
の
協
力

も
得
て
商
品
化
を
め
ざ
す
」
と

力
強
く
語
っ
た
。

ワークショップの様子

韓国の学生に広島の認知度調査をするメンバーたち

平
成
25
年
度

前
期
学
位
記
授
与
式
挙
行

　

去
る
９
月
26
日
、
第
18
回
前

期
学
位
記
授
与
式
が
、
本
学
大

会
議
室
に
お
い
て
厳
粛
に
執
り

行
わ
れ
た
。

　

晴
れ
て
卒
業
の
日
を
迎
え
た

の
は
経
済
学
部
生
72
名
（
経
済

学
科
29
名
、
経
営
学
科
26
名
、

国
際
地
域
経
済
学
科
７
名
、
ビ

ジ
ネ
ス
情
報
学
科
９
名
、
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
１
名
）

で
、
教
職
員
と
保
護
者
が
見
守

る
中
、
一
人
ひ
と
り
学
長
か
ら

学
位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

式
辞
に
立
っ
た
前
川
功
一
学

長
は「
皆
さ
ん
の
心
の
中
に
は
、

本
学
在
学
中
に
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
興
動
人
精
神
が
養
わ

れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ま

れ
る
わ
け
で
す
が
、
い
ず
れ
の

道
に
進
も
う
と
も
興
動
人
精
神

を
発
揮
し
、
日
本
を
再
び
元
気

の
あ
る
国
に
復
興
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
激
励

し
た
。

◇　

◇　

◇

　

卒
業
生
た
ち
は
新
た
な
門
出

の
祝
福
を
受
け
、
式
は
緊
張
の

中
に
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の
う

ち
に
終
了
し
た
。

前期学位記授与式の様子

植樹をする竹友さん（右）

で
苗
へ
の
水
や
り
を
継
続
し
て

行
う
こ
と
は
、
実
は
と
て
も
難

し
い
。
環
境
保
全
と
人
々
の
生

活
を
両
立
で
き
る
よ
う
、
植
え

る
木
は
実
か
ら
油
を
採
取
で
き

る
種
を
選
ぶ
こ
と
で
、
大
き
な

成
果
を
得
て
い
る
と
い
う
。

　

参
加
し
た
竹
友
大
騎
さ
ん

（
経
営
学
科
１
年
・
広
島
県
／

西
条
農
業
高
校
出
身
）
は
、「
地

球
も
人
も
、
利
益
を
享
受
し
合

え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
実
感
。

こ
こ
で
の
経
験
は
、
私
が
所
属

す
る
、『
武
田
山
ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
活
か
し
、

日
本
の
環
境
保
全
と
地
域
活
性

化
に
取
り
組
み
た
い
」
と
熱
く

語
っ
た
。

科
３
年
）、
大
久
保
幸
来
（
ビ

ジ
ネ
ス
情
報
学
科
３
年
）、
韋

偉
（
経
営
学
科
２
年
）

●
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
技
能
検
定
【
２
級
】

鐘
尾
智
洋
（
経
済
学
科
４
年
）

●
サ
ー
ビ
ス
接
遇
実
務
検
定

【
準
１
級
】
全
暁
瞳
（
ビ
ジ
ネ

ス
情
報
学
科
４
年
）
福
岡
順
子

(

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
３
年) 

横
田
紗
月(

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学

科
３
年)【
２
級
】横
田
紗
月(

ス

ポ
ー
ツ
経
営
学
科
３
年)
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母
校
の
広
島
経
済
大
学
に
籍

を
置
く
こ
と
に
な
っ
て
、
６
年

目
に
な
る
。
思
い
起
こ
せ
ば
、

６
年
前
、
高
等
学
校
の
教
頭
か

ら
転
身
す
る
に
は
、
相
当
の
覚

悟
が
必
要
だ
っ
た
。
赴
任
し
た

初
日
に
、
石
田
理
事
長
か
ら
は

「
研
究
と
教
育
の
二
つ
を
普
通

に
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ

れ
た
。
こ
の
「
普
通
」
と
い
う

の
が
難
し
い
の
で
あ
る
が
、「
あ

ま
り
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
」

と
い
う
意
味
だ
と
解
釈
し
て
い

る
。
研
究
論
文
の
方
は
、
高
等

学
校
の
教
育
に
関
す
る
様
々
な

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
自
分
の
経

験
し
て
き
た
こ
と
を
ベ
ー
ス
に

し
て
色
々
な
文
献
を
参
考
に
し

な
が
ら
書
い
て
い
る
。
３
か
月

に
１
本
の
ペ
ー
ス
を
守
り
、
こ

れ
ま
で
に
22
本
以
上
書
い
た
と

思
う
。
私
は
、
51
歳
と
い
う
年

齢
で
ス
タ
ー
ト
し
た
分
、『
下

手
な
鉄
砲
も
…
…
』
と
い
う
気

持
ち
が
あ
っ
て
、
文
字
通
り
４

倍
速
で
書
い
て
い
る
が
、
こ
れ

が
普
通
に
な
っ
て
き
た
。
研
究

に
つ
い
て
は
、
中
川
教
授
や
高

岡
教
授
か
ら
貴
重
か
つ
有
益
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
て
お
り
、

心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
。

　

授
業
の
方
は
、
神
田
教
授
や

田
中
教
授
の
丁
寧
な
ご
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
教
職
課
程
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
主
に
商
業
科
教
育
法

や
職
業
指
導
、
生
徒
・
進
路
指

導
論
な
ど
を
担
当
し
て
き
て
い

る
。
ま
た
、
高
等
学
校
で
主
に

簿
記
を
指
導
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
細
井
教
授
か
ら
の
依
頼

を
受
け
て
簿
記
原
理
を
指
導
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
私
は
、

大
学
で
新
し
い
科
目
を
担
当
す

る
こ
と
は
、
新
鮮
な
発
見
が
あ

り
非
常
に
楽
し
い
と
感
じ
て
い

る
。
今
後
は
、
例
え
ば
「
税
法

入
門
」
と
い
っ
た
税
法
科
目
を

担
当
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

か
つ
て
高
等
学
校
の
税
務
会
計

で
「
所
得
税
」
や
「
法
人
税
」

を
指
導
し
て
き
た
経
験
が
あ
る

の
で
、
担
当
さ
せ
て
も
ら
え
な

い
か
な
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
う
考
え
る
理
由
は
、
自
分

は
、
飽
き
易
い
性
格
な
の
で
、

同
じ
科
目
を
教
え
て
い
る
と
意

欲
が
減
退
す
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
飽
き
易

い
と
い
う
こ
と
は
、
言
い
換
え

れ
ば
、『
常
に
新
鮮
さ
を
求
め

て
い
る
』
と
も
言
え
る
。
こ
の

新
鮮
さ
を
求
め
る
と
い
う
点
で

は
、
教
員
の
仕
事
は
毎
年
相
手

（
学
生
）
が
変
わ
る
の
で
と
て

も
新
鮮
で
あ
る
。
自
分
で
も
気

付
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る

が
、
大
学
の
教
員
に
な
っ
た
の

も
、
こ
の
新
鮮
さ
を
求
め
た
結

果
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
学
生

に
は
、『
鬼
面
仏
心
』
で
指
導

し
て
い
く
の
が
私
の
ス
タ
イ
ル

で
、
上
田
教
授
が
主
担
当
で
あ

る
「
教
養
特
別
講
義
」
は
一
般

の
方
の
聴
講
も
多
く
あ
る
が
、

学
生
達
の
受
講
態
度
に
つ
い
て

は
、「
鬼
面
」
で
厳
し
く
指
導

し
て
い
る
。
し
か
し
、
心
は
常

に
学
生
に
寄
り
添
っ
て
『
経
大

生
の
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
欲
し

い
』
と
い
う
気
持
ち
の
「
仏
心
」

で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

　

本
学
の
教
職
課
程
の
中
で
、

商
業
科
の
教
員
を
養
成
す
る
の

が
私
の
主
な
役
割
で
あ
る
の

で
、
大
学
卒
業
後
に
高
等
学
校

の
教
壇
に
立
て
る
有
能
な
人
物

を
一
人
で
も
多
く
育
て
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
教
授　

商
業
科
教
育
法
Ⅰ
・

Ⅱ
、
職
業
指
導
、
生
徒
・
進
路

指
導
論
、
教
育
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ
・

Ⅲ　

な
ど
）

餅川　正雄

「
新
鮮
さ
を
求
め
て
」

へ
の
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

　

研
修
先
は
、
Ｈ
．Ｉ
．Ｓ
．の

カ
ナ
ダ
支
店
。
現
地
で
の
課
題

の
一
つ
は
、
カ
ナ
ダ
の
観
光
地

に
つ
い
て
調
べ
、
日
本
の
Ｈ
．

Ｉ
．Ｓ
．で
働
く
営
業
課
の
方
々

に
伝
え
る
た
め
の
資
料
を
作

成
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の

た
め
に
、
観
光
情
報
を
調
べ
た

り
、
実
際
に
現
地
を
訪
れ
た
り

し
て
、
私
が
感
じ
た
カ
ナ
ダ
の

魅
力
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
資
料
に
ま
と
め
ま
し
た
。
そ

の
他
に
も
、
来
店
さ
れ
た
お
客

様
の
窓
口
へ
の
ご
案
内
や
、
社

員
の
方
が
接
客
し
て
い
る
様
子

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
電
話
対
応
や
日
本

語
の
旅
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
英

語
翻
訳
、
ツ
ア
ー
商
品
を
紹
介

す
る
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の
装
飾

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
経
験

し
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
一
番
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
、
英
語
で
の
電
話

対
応
で
す
。
対
面
で
話
す
場
合

は
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
て

用
件
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
電
話
は

顔
が
見
え
な
い

分
、
よ
り
正
し

く
言
葉
を
伝
え

る
力
が
必
要
で

す
。
お
客
様
の

話
し
方
が
早
く

て
聞
き
取
れ
ず

に
何
度
も
聞
き

直
し
た
り
、
私

の
発
音
が
相
手

に
伝
わ
ら
ず
、

言
い
た
い
こ
と

を
理
解
し
て
も

ら
え
ず
に
電
話

を
切
ら
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
も

　

海
外
に
興
味
を
も
っ
た
の

は
、
大
学
で
留
学
生
と
友
達
に

な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
彼
ら
か
ら
母
国
の
話
し
を

聞
い
た
り
、
写
真
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
り
す
る
な
か
で
「
私
も

海
外
に
行
っ
て
み
た
い
」
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

以
前
か
ら
旅
行
業
界
で
の
仕
事

に
興
味
が
あ
り
、
旅
行
会
社
の

業
務
を
経
験
し
て
み
た
い
と
思

い
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

あ
り
ま
し
た
。
と
て
も
シ
ョ
ッ

ク
で
し
た
が
、
自
分
の
語
学
力

の
未
熟
さ
を
痛
感
し
、「
こ
の

悔
し
さ
を
バ
ネ
に
も
っ
と
頑
張

ろ
う
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
体
当
た
り
の
実
践
経

験
を
積
む
な
か
で
気
づ
い
た
こ

と
は
、
中
学
校
や
高
校
で
学
ん

だ
教
科
書
通
り
の
固
い
表
現
だ

け
で
は
自
分
の
「
思
い
」
が
な

か
な
か
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
こ

と
。
海
外
で
働
く
上
で
必
要
な

英
語
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
磨
い
て
い
く
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
か
ら
見
え
て
き

た
自
分
の
課
題
を
踏
ま
え
、
今

後
の
大
学
生
活
で
も
興
動
館
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
留
学
生
と
の
交

流
の
な
か
で
さ
ら
な
る
成
長
を

め
ざ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

研
修
先
／
Ｈ
．Ｉ
．Ｓ
．Ｃ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｄ
Ａ 

　
　
　
　
　 

Ｉ
Ｎ
Ｃ

経営学科 3 年
出穂 千晶さん
山口県／岩国高校出身

憧
れ
の
海
外
＆

旅
行
業
界
を
体
験

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

本
学
で
は
企
業
や
公
共
機
関
な
ど
で
の
就
業
体
験
に
取
り
組
む
機
会
を
多
く
の
学
生
に
提
供
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、国
内
、海
外
で
の
研
修
や
、「
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
特
化
し
た
本
学
独
自
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
だ
学
生
の
体
験
報
告
を
紹
介
す
る
。

研修に励む出穂さん

　

平
成
25
年
度
保
護
者
会
秋
季

役
員
会
が
、
出
野
保
護
者
会

会
長
を
は
じ
め
51
人
の
出
席
の

も
と
、
10
月
29
日
広
島
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ

保
護
者
会
秋
季
役
員
会
開
催

た
。
こ
の
役
員
会
は
、
保
護
者

会
規
約
第
11
条
に
よ
り
、
保
護

者
会
総
会
の
代
行
と
な
る
も
の

で
あ
る
。

　

役
員
会
で
は
、
出
野
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、
前

川
学
長
（
名
誉
会

長
）
か
ら
「
大
学

改
革
」
と
し
て
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見

直
し
、
女
子
学
生

支
援
な
ど
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ

た
。
続
い
て
、
柳

川
学
務
セ
ン
タ
ー

部
長
か
ら
、
退
学
・

除
籍
お
よ
び
休
学

者
の
傾
向
と
対
策

に
つ
い
て
、
ま
た

学
生
諸
活
動
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ

た
。
田
中
教
育
・

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
部
長
か

ら
、
学
習
ラ
ウ
ン
ジ
の
開
設
や

出
席
不
良
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
川
村

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
部
長
か
ら

は
、
９
月
末
時
点
で
の
内
定
状

況
の
報
告
（
73
・
１
％
、
昨
年

比
8.6
％
の
ア
ッ
プ
）、
上
重
入

試
・
広
報
戦
略
室
長
か
ら
は
、

平
成
25
年
度
の
入
試
結
果
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。
中
村

興
動
館
副
館
長
か
ら
は
、
海
外

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
と
し
た

活
動
報
告
が
あ
っ
た
。
最
後
に

木
村
総
務
部
長
か
ら
、
平
成
26

年
度
新
入
生
か
ら
授
業
料
等
の

徴
収
方
法
を
自
動
振
替
と
す
る

件
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
、

役
員
会
を
終
了
し
た
。

　

役
員
会
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
、
保
護
者
・
教
職
員
が
意
見

を
交
換
し
つ
つ
、
和
気
あ
い
あ

い
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

し
た
。
地
域
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
を
運
営
す
る
難
し
さ
や
、
企

画
を
考
え
る
コ
ツ
や
注
意
点
な

ど
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
運
営
す

る
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
つ
く
し
た

い
と
夢
が
広
が
り
、
研
修
の
始

ま
る
夏
が
本
当
に
待
ち
遠
し
く

思
え
ま
し
た
。

　

研
修
先
で
は
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

の
広
報
活
動
や
当
日
準
備
な
ど

を
経
験
。
試
合
当
日
は
夏
場
の

厳
し
い
天
候
に
加
え
、
体
力
の

必
要
な
業
務
ば
か
り
だ
っ
た
の

で
本
当
に
大
変
で
し
た
が
、
夢

だ
っ
た
サ
ッ
カ
ー
イ
ベ
ン
ト
の

現
場
に
関
わ
る
機
会
を
思
い
き

り
楽
し
み
ま
し
た
。ま
た
、サ
ッ

カ
ー
に
興
味
が
な
い
人
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
テ
ー

マ
に
、「
大
学
生
無
料
バ
ス
ツ

ア
ー
」
と
い
う
企
画
を
立
て
、

運
営
に
携
わ
っ
た
こ
と
も
貴
重

な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
か

ら
は
「
自
分
の
意
思
を
伝
え
る

大
切
さ
」
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
研
修
期
間
を
延
長
し

て
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
に
関
わ

る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た

研
修
先
／�

株
式
会
社
愛
媛
Ｆ
Ｃ

スポーツ経営学科 2 年
岩佐　采さん

愛媛県／新居浜東高校出身

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
運
営
に
挑
戦

の
も
、
私
が
「
も
っ
と
働
き
た

い
！
」
と
い
う
意
思
を
伝
え
た

か
ら
こ
そ
。
社
会
で
生
き
て
い

く
う
え
で
必
要
と
な
る
基
本
姿

勢
を
、
こ
こ
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場

で
得
た
貴
重
な
経
験
を
ど
の
よ

う
に
活
か
し
て
い
く
の
か
。
そ

れ
が
こ
れ
か
ら
の
私
の
課
題

で
す
。
愛
媛
Ｆ
Ｃ
で
地
元
を

盛
り
上
げ
る
と

い
う
夢
に
は
少

し
近
づ
き
ま
し

た
が
、
そ
の
夢

を
本
当
に
実
現

す
る
の
は
大
変

な
努
力
が
必
要

で
あ
る
こ
と
も

肌
で
感
じ
ま
し

た
。
今
後
は
、

大
学
の
授
業
や

興
動
館
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど

を
通
し
て
、
考

え
る
力
や
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
力
を
さ
ら

に
鍛
え
て
い
き
、
自
ら
積
極
的

に
行
動
し
て
問
題
の
解
決
に
貢

献
で
き
る
力
を
大
き
く
伸
ば
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
仕
事
に
就

き
、
地
域
振
興
に
つ
な
げ
て
い

く
と
い
う
未
来
を
、
そ
う
し
た

学
び
の
な
か
で
よ
り
確
か
な
も

の
に
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

研
修
先
／�

五
洋
建
設
株
式
会
社

ビジネス情報学科 2 年
田坂 陽介さん

広島県／広島工業大学高校出身

協
働
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ん
だ

　

仕
事
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な

い
状
態
で
、
果
た
し
て
満
足
な

就
活
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
就
職
し
た
企
業
に
定
年

ま
で
勤
め
る
可
能
性
は
高
い
の

だ
か
ら
、
そ
の
前
に
広
い
世
界

を
見
て
お
き
た
い
。
そ
ん
な

意
識
か
ら
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
へ
の
参
加
を
決
意
。
言

葉
で
は
感
じ
取
れ
な
い
「
ビ
ジ

ネ
ス
の
喜
び
」
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
目
的
で
し
た
。

　

研
修
先
で
は
経
理
の
仕
事
を

体
験
し
、
ま
た
建
設
の
現
場
を

見
学
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
事
業

は
と
て
も
刺
激
の
あ
る
も
の
で

し
た
。
し
か
し
、
研
修
の
な
か

で
最
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は

「
仕
事
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
何
よ
り
大
事
」
と
い
う
ビ

ジ
ネ
ス
の
「
本
質
」
で
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て

会
社
と
い
う
ひ
と
つ
の
チ
ー
ム

を
ス
ム
ー
ズ
に
動
か
す
た
め
、

社
員
一
人
ひ
と
り
が
全
体
を
考

え
て
行
動
す
る
、
そ
ん
な
ビ
ジ

ネ
ス
を
支
え
る
行
動
規
範
を
社

員
の
方
々
の
仕
事
に
対
す
る
姿

勢
か
ら
理
解
で
き
た
の
は
本
当

に
大
き
な
成
果
で
し
た
。ま
た
、

報
告
、
連
絡
、
相
談
は
確
実
に

す
る
こ
と
や
、
お
互
い
に
尊
重

し
て
働
く
た
め
に
礼
儀
や
敬
語

も
最
低
限
の
マ
ナ
ー
と
し
て
身

に
つ
け
る
べ
き
だ
と
実
感
で
き

ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
研
修
で
は
、
課
題

を
与
え
ら
れ
、
社
員
の
方
々
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る

機
会
を
設
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。
資
料
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

に
ま
と
め
る
プ
ロ
セ
ス
で
、
僕

を
含
め
参
加
し
て
い
た
研
修
生

の
意
見
や
考
え
を
ま
と
め
る

の
に
時
間
が
か
か
り
、
焦
り
が

募
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
そ
ん
な
体
験
も
「
協
働
」

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
、

絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
学
ぶ
べ
き
こ
と

は
数
多
い
で
す
が
、
ま
ず
は
挨

拶
な
ど
の
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
き
ち
ん
と
実
践

す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
社
会
人
に
な
っ
て
も

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
す
べ

て
の
基
本
で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ

ス
も
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
か

ら
発
展
し
て
い
く
も
の
と
考
え

る
か
ら
で
す
。
今
後
は
目
標
を

明
確
に
立
て
、
そ
れ
を
達
成
す

る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
た
い

で
す
。
た
と
え
小
さ
な
目
標
で

も
実
現
す
る
ス
テ
ッ
プ
を
重
ね

る
こ
と
で
、
自
分
の
自
信
に
つ

な
げ
、
就
職
活
動
を
実
り
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
演
習

国
内
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

挑
戦
と
成
長
の
日
　々
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告

　

サ
ッ
カ
ー
観
戦
が
大
好
き

で
、
地
元
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で

あ
る
愛
媛
Ｆ
Ｃ
の
試
合
を
よ
く

観
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。「
愛

媛
Ｆ
Ｃ
に
も
っ
と
興
味
を
持
っ

て
も
ら
い
、
サ
ッ
カ
ー
で
愛

媛
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
中
学

生
の
こ
ろ
か
ら
そ
ん
な
思
い
を

抱
い
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
今

回
の
愛
媛
Ｆ
Ｃ
で
の
就
業
体
験

は
ま
さ
に
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で

挨拶をする出野保護者会長

愛媛FCの新作グッズをPRする岩佐さん（キャラクター金太くんの左隣）

も
の
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
前
向
き
な
姿
勢
を

養
え
た
こ
と
が
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
の
最
大
の
収
穫
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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子
11
チ
ー
ム
・
女
子
10
チ
ー

ム
）、
サ
ッ
カ
ー
に
13
校

３
４
７
名
（
男
子
12
チ
ー
ム
）、

軟
式
野
球
に
12
校
２
８
７
名

（
男
子
12
チ
ー
ム
）
が
参
加
。

来
場
者
数
は
大
会
参
加
者
と
観

戦
者
を
あ
わ
せ
て
約
１
３
０
０

人
に
の
ぼ
り
、
選
手
が
全
力
で

戦
う
白
熱
の
試
合
に
会
場
が
沸

い
た
。

　

企
画
・
運
営
は
、
ス
ポ
ー
ツ

経
営
学
科
の
３
年
生
24
名
が
中

心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
。
学

生
に
と
っ
て
は
、
授
業
で
学
び

得
た
ス
ポ
ー
ツ
経
営
の
知
識

を
実
践
に
活
か
す
貴
重
な
場
と

な
っ
て
い
る
。

　

大
会
実
行
委
員
長
を
務
め
た

藤
山
聖
也
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
経

営
学
科
３
年
・
広
島
県
／
高
陽

学
生
考
案 

お
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売

　

広
島
の
老
舗
ス
ー
パ
ー
で
あ

る
フ
レ
ス
タ
（
広
島
市
西
区
）

の
通
販
部
門
「
コ
ン
テ
・
フ
レ

ス
タ
」
と
の
共
同
企
画
で
、
本

学
の
細
井
ゼ
ミ
の
学
生
８
名

が
お
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ
商
品

を
開
発
し
た
。
商
品
名
は
「
な

つ
か
し
お
菓
子
お
か
ッ
シ
ー
」。

子
供
の
頃
に
食
べ
た
懐
か
し
い

「なつかしお菓子おかッシー」を企画した細井ゼミナール

フ
レ
ス
タ
共
同
企
画
お
か
ッ
シ
ー

お
菓
子
を
大
人
に
な
っ
て
も
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
案
さ

れ
た
商
品
で
、
お
菓
子
を
囲
ん

で
自
然
と
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
る

シ
ー
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
、「
可

笑
（
お
か
）
し
い
」
と
「
お
菓

子
」
を
掛
け
あ
わ
せ
た
ネ
ー
ミ

ン
グ
を
考
案
。
10
月
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
販
売
を
開
始

し
た
。

　

商
品
開
発
に
お
い
て
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
お
菓
子
の

人
気
投
票
を
実
施
。
人
気
が
高

か
っ
た
も
の
を
詰
め
合
わ
せ
る

な
ど
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
商
品
を
め
ざ
し
た
。

　

細
井
ゼ
ミ
の
小
田
涼
太
郎
さ

ん
（
経
済
学
科
３
年
・
広
島
県

／

園
北
高
校
出
身
）
は
、「
人

気
投
票
を
行
う
前
は
、
投
票
に

参
加
す
る
人
が
集
ま
る
か
不
安

で
し
た
。
で
き
る
だ
け
多
く
の

人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
お

菓
子
の
紹
介
コ
メ
ン
ト
に
は
、

商
品
の
特
徴
と
合
わ
せ
て
私
の

幼
い
こ
ろ
の
思
い
出
を
紹
介
す

る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
方
に

投
票
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、『
私
も
こ

の
お
菓
子
が
大
好
き
で
し

た
！
』
と
共
感
の
コ
メ
ン
ト
を

も
ら
っ
た
と
き
は
感
激
し
ま
し

た
」
と
語
っ
た
。

　

実
際
の
商
品
は
、
風
呂
敷
を

巾
着
袋
に
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で

ど
の
お
菓
子
が
入
っ
て
い
る
か

外
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
巾
着
袋
に
手
を
入
れ

て
く
じ
引
き
の
よ
う
に
お
菓
子

を
取
り
出
す
ワ
ク
ワ
ク
感
を
演

出
す
る
仕
掛
け
だ
。
す
べ
て
食

べ
終
え
た
後
も
風
呂
敷
を
使
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
そ
の
活

用
方
法
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
同
梱
。
消
費
者
へ
の

細
か
な
気
遣
い
が
詰
ま
っ
た
商

品
が
完
成
し
た
。

　
「
な
つ
か
し
お
菓
子
お
か
ッ

堂本　絵理

　

本
学
の
教
員
に
な
っ
て
５
年

に
な
る
。
私
が
大
学
３
年
生
で

ゼ
ミ
配
属
に
な
っ
た
時
は
、
授

業
以
外
の
時
に
は
ゼ
ミ
室
に
い

て
研
究
す
る
と
い
う
の
が
当
た

り
前
だ
っ
た
。
朝
９
時
に
ゼ
ミ

室
へ
行
き
、
授
業
以
外
は
ゼ
ミ

室
で
研
究
し
て
い
た
。
大
学
院

生
に
な
る
と
、
学
会
発
表
や
論

文
提
出
の
期
限
に
追
わ
れ
、
ほ

ぼ
毎
日
ゼ
ミ
室
に
こ
も
っ
て
い

た
。
そ
れ
を
５
年
間
続
け
た
。

今
思
え
ば
、
あ
の
経
験
が
出
来

た
か
ら
こ
そ
、
今
の
自
分
が
い

る
と
思
う
。

　

昨
年
初
め
て
４
年
生
を
受
け

持
ち
、
卒
業
論
文
の
指
導
を

行
っ
た
。
週
に
１
度
し
か
会
わ

な
い
学
生
に
ど
の
よ
う
に
指
導

を
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
最
初

は
戸
惑
っ
た
。
２
万
字
以
上
と

聞
い
て
そ
ん
な
に
難
し
い
事
で

は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
が
、

実
際
は
す
ご
く
大
変
だ
っ
た
。

就
職
活
動
を
行
い
つ
つ
の
卒
業

論
文
作
成
は
学
生
に
と
っ
て
は

す
ご
く
大
変
な
こ
と
で
あ
り
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
も
あ
っ
た
と

思
う
。
年
末
ま
で
に
書
き
上
げ

66

学生とともに歩む

　Peace Network 愛好会
では、「平和の大切さ」や

「平和のために、自分に
できることは何か」など
について仲間とともに考
えています。主な活動は、
週に一度の討論会。「沖縄・

普天間基地の問題」「広島から平和のメッセージを発信していくために必
要なこと」など戦争に関する議題だけでなく、「家畜の伝染病と食の安全」
といった時事や各自が興味を持っていることなど、平和をキーワードにさ
まざまな問題を扱います。真剣に互いの考えをぶつけ合うなかで、異なる
意見や価値観に触れることができるのが魅力です。さらに、私たちは一人
でも多くの人に平和について考えてほしいと思っており、そのきっかけ
づくりとして、大学祭ではパネル展示や平和についてのアンケートを行っ
ています。この展示では、自分たちの思いを一方的に発信するのではなく、
見に来てくださった方々との対話を大切にしています。大学祭には地域の
方々も来てくださるので、学生とは異なる視点や意見をいただける貴重な
学びの場となっています。
　人前で話すのが苦手という人も大丈夫！毎回の討論会で少しずつでも
自分の意見を伝えていくことで、考える力や伝える力を磨くことができま
す。自分を成長させたいと思う人は、ぜひ参加してください。今後は、他
大学の学生と意見交換ができる機会を作りたいと思っています。広島で学
ぶ学生として、平和の大切さを訴えていく使命感を持ってこれからも活動
に取り組んでいきます。

活動日・時間／水（17:00 ～）
場所／学内
活動内容／討論会、大学祭での展示やアンケートなど

平和の大切さを
伝えよう！

Peace Network 愛好会

サ
ー
ク
ル
戦
績

○
陸
上
競
技
部

▽
第
97
回
日
本
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
【
50
㌖
競
歩
】
大

本
宗
範
４
時
間
23
分
29
秒
＝
８

位
▽
２
０
１
３
日
本
学
生
陸
上

競
技
個
人
選
手
権
大
会
【
女

子
１
０
０
㍍
】
松
尾
紗
也
可
・

安
野
結
花
【
女
子
２
０
０
㍍
】

松
尾
紗
也
可
【
女
子
４
０
０

㍍
】
才
野
直
美
▽
第
82
回
日

本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手

権
大
会
【
男
子
１
０
０
０
０
㍍

Ｗ
】
大
本
宗
範
44
分
38
秒
11
＝

26
位
【
男
子
走
り
幅
跳
】
藤
原

駿
也
７
㍍
17
㌢
＝
19
位
【
女
子

１
０
０
㍍
】
松
尾
紗
也
可
【
女

子
２
０
０
㍍
】
安
野
結
花
【
女

子
４
０
０
㍍
】
才
野
直
美
【
女

子
１
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
】
濱
本

美
穂
【
女
子
４
×
１
０
０
㍍
リ

レ
ー
】
濱
本
美
穂
・
松
尾
紗
也

可
・
安
野
結
花
・
才
野
直
美
【
女

子
円
盤
投
】
白
井
絵
梨
34
㍍
33

㌢
＝
19
位
▽
第
25
回
出
雲
全
日

本
大
学
選
抜
駅
伝
競
走
出
場
▽

第
29
回
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
【
走
り
幅
跳
】

藤
原
駿
也
７
㍍
14
㌢
＝
７
位

　

11
月
30
日
、
12
月
１
日
の
２

日
間
、
本
学
の
石
田
記
念
体
育

館
お
よ
び
、野
球
場
、サ
ッ
カ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
広
経

大
カ
ッ
プ
（
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
・
軟
式
野
球
大

会
・
サ
ッ
カ
ー
大
会
）
を
開
催

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
安
佐
南
区
内
の

中
学
校
生
徒
に
広
く
ス
ポ
ー
ツ

の
機
会
を
与
え
、
ス
ポ
ー
ツ
技

能
の
向
上
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の

精
神
を
学
ぶ
こ
と
、
心
身
と
も

に
健
康
な
中
学
校
生
徒
を
育
成

す
る
こ
と
、
そ
し
て
中
学
校
生

徒
の
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
年
１
回
、
開
催

し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト 

ボ
ー
ル
に
13
校
４
９
８
名
（
男 

 

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科（
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
演
習
）企
画
・
運
営

広
経
大
カ
ッ
プ

大会運営をするスポーツ経営学科学生たち

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
た

が
、
結
局
提
出
期
限
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
今

ま
で
自
分
が
論
文
指
導
さ
れ
る

立
場
だ
っ
た
が
、
い
ざ
指
導
す

る
立
場
に
立
っ
て
み
る
と
い
か

に
難
し
い
か
と
い
う
こ
と
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
た
。
全
員
提
出
に

は
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
最

後
に
学
生
の
本
気
の
取
り
組
み

姿
勢
を
見
る
事
が
出
来
て
、
と

て
も
よ
か
っ
た
と
思
う
。
今
年

は
さ
ら
に
厳
し
い
卒
業
論
文
の

規
定
の
中
で
指
導
を
し
て
い
る

が
、
去
年
の
経
験
も
あ
り
、
順

調
に
進
ん
で
い
る
。
よ
り
良
い

論
文
を
提
出
し
、
全
員
で
笑
っ

て
卒
業
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

（
助
教　

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア

基
礎
Ⅲ
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
演
習
、
Ｃ
Ｇ

演
習
、
入
門
ゼ
ミ
Ⅰ
・
Ⅱ
、
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
表
現
Ⅱ
、
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
）

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

▽
文
部
科
学
大
臣
杯
第
48
回

全
日
本
大
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
出
場

○
卓
球
部

▽
第
80
回
全
日
本
大
学
総
合

卓
球
選
手
権
大
会
出
場
【
シ
ン

グ
ル
ス
】
岡
本
義
崇

高
校
出
身
）
は
、「
選
手
た
ち

が
一
生
懸
命
プ
レ
ー
し
て
く
れ

た
こ
と
が
本
当
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
授
業
で
は
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
の
運
営
や
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
す
が
、
い
ざ
現
場
に
出
て
み

て
そ
の
実
践
の
難
し
さ
を
痛
感

し
ま
し
た
。
現
場
で
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
、
今
後
も
多
く
の

人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環

境
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
語
っ
た
。

　

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
今
回

の
大
会
に
関
し
て
、
中
学
校
関

係
者
か
ら
も
喜
び
の
声
が
届
い

て
い
る
。
地
域
と
連
携
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
な
か
で
成
長
す
る
学

生
た
ち
の
今
後
に
注
目
し
て
い

き
た
い
。

ダンス部による「よさこい」

吹奏楽部による演奏

模擬店
　

10
月
20
日
、「
第
８
回

園
・

興
動
祭
～
喜
笑
点
結　

笑
顔
１

番
！
つ
な
が
る
輪
～
」
が
開
催

さ
れ
た
。
地
域
と
の
つ
な
が
り

や
交
流
に
よ
っ
て

園
地
区
を
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
が

目
的
の
お
祭
り

で
、
今
年
度
も

盛
大
に
催
さ
れ

た
。

模擬店 ストラックアウトを楽しむ子どもたち

興動祭

学生たちによる

広経大
二大祭典

写真でみる

広
報
活
動
も

活
発
に
展
開

　

12
月
１
日
、
山
口
市
内
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
第
57
回
中
四

国
学
生
駅
伝
競
走
大
会
に
お
い

て
、
陸
上
競
技
部
が
２
年
連
続

13
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

今
大
会
の
優
勝
に
よ
り
、
再

び
平
成
26
年
10
月
出
雲
市
で
行

わ
れ
る
出
雲
全
日
本
大
学
選
抜

陸
上
競
技
部 

中
四
国
学
生
駅
伝 

２
年
連
続
13
度
目
の
優
勝
！

　

11
月
２
日
・

３
日
の
両
日
、
第

46
回
経
大
祭
が
開

催
さ
れ
た
。
テ
ー

マ
は
「
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｃ

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
（
絆
）」。

　

今
年
度
は
会
場

を
情
報
セ
ン
タ
ー

前
グ
ラ
ン
ド
に
移
し
、雨
の
中
、

例
年
以
上
に
充
実
し
た
内
容
で

催
さ
れ
た
。

経大祭

プロスポーツによる地域活性化プロジェクトの応援イベント

シ
ー
」
は
、
企
画
段
階
か
ら
多

く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
新
聞
や
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ

な
ど
で
紹
介
さ
れ
た
。さ
ら
に
、

同
ゼ
ミ
の
学
生
が
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
作
成
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
共
有
サ

イ
ト
で
紹
介
す
る
な
ど
、
積
極

的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

行
い
、
販
売
前
か
ら
注
目
を
集

め
た
。

　
「
商
品
開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
だ

け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
広
報
活
動
を
実

践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
経
験
は
、
今
後
の
活

動
だ
け
で
な
く
、
社
会
に
出
て

か
ら
も
活
か
し
て
い
け
る
と
思

い
ま
す
」
と
小
田
さ
ん
。
学
生

た
ち
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続

い
て
い
く
。

駅
伝
大
会
に
推
薦
出
場
が
決
定

し
た
。
陸
上
競
技
部
の
今
後
の

さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
す
る
。

サ 

ー
ク
ル
ニ
ュ
ー
ス

サ 

ー
ク
ル
ニ
ュ
ー
ス

本学主催
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私
は
３
年
次
の
10
月
ご
ろ
か

ら
、
興
味
の
あ
っ
た
業
界
を
中

心
に
情
報
を
収
集
し
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
催
す

る
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
は
す
べ
て
参

加
し
、
と
に
か
く
間
口
を
広
げ

て
「
企
業
」
と
「
仕
事
」
に
つ

い
て
理
解
し
よ
う
と
努
め
ま
し

た
。
ま
た
、
最
初
の
う
ち
は
企

業
や
業
界
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
説
明
会
な

ど
で
実
際
に
企
業
の
方
に
お
話

を
聞
く
な
か
で
、
初

め
て
発
見
で
き
る
こ

と
も
多
い
こ
と
が
わ

か
り
、
足
繁
く
企
業

の
説
明
会
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

面
接
に
進
む
よ
う

に
な
っ
て
感
じ
た
の

は
、「
慣
れ
」
と
「
準
備
」
の

大
切
さ
で
す
。
面
接
試
験
の
形

式
は
企
業
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は

自
己
Ｐ
Ｒ
や
志
望
動
機
、
ま
た

学
生
時
代
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

を
中
心
に
質
問
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
時
折
、
予
想
し
て
い
な

い
質
問
を
さ
れ
る
こ
と
も
。
そ

ん
な
と
き
に
落
ち
着
い
て
答
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
社

会
人
の
方
々
と
緊
張
せ
ず
に
話

す
「
慣
れ
」
が
必
要
で
す
し
、

十
分
な
自
己
分
析
や
業
界
の
知

識
と
い
っ
た
事
前
準
備
が
不
可

欠
で
す
。
僕
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
の
方
に
履
歴
書
や
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
を
添
削
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
自
己
を
見
つ
め
直

す
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
自
分
と
向
き
合
い
真
剣

に
考
え
て
準
備
し
た
こ
と
は
、

そ
の
後
の
就
職
活
動
に
大
い
に

役
立
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、
採
用
試
験
を
受
け
る

な
か
で
、
不
採
用
と
な
る
こ
と

　

就
職
活
動
で
一
番
苦
労
し

た
の
は
部
活
動
と
の
両
立
で

す
。
企
業
研
究
や
筆
記
試
験
対

策
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
作

成
な
ど
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

週
６
日
は
部
活
動
に
も
参
加
し

て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
情
報
収
集
な
ど
は
隙
間

の
時
間
に
行
い
、
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
も
可
能
な
限
り
参

加
し
て
、
段
階
的
に

就
職
活
動
へ
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。
企

業
の
説
明
会
と
部
活

動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
重
な
っ
て
い
る
場

合
は
ど
ち
ら
か
を
選

ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
時
は
、
そ
の
企
業
に
本
当

に
行
き
た
い
の
か
、
説
明
会
は

絶
対
に
参
加
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
か
、
自
問
自
答
を
繰
り

返
し
て
不
可
欠
だ
と
確
信
で
き

た
も
の
だ
け
を
選
ん
で
参
加
す

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
可
能
性
を
捨
て
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
悩
ん
だ
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、「
結
局
自
分
が

進
め
る
道
は
一
つ
の
企
業
だ
け

だ
」
と
、
気
持
ち
を
切
り
替
え

た
こ
と
で
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を

貫
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

採
用
面
接
は
グ
ル
ー
プ
だ
っ

た
り
、
個
別
だ
っ
た
り
と
さ
ま

ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
ま
し

た
。
時
間
も
短
い
場
合
は
５
分

間
程
度
、
長
い
場
合
は
１
時
間

を
超
え
る
ケ
ー
ス
も
。た
だ
し
、

伝
え
た
い
こ
と
を
し
っ
か
り
と

語
る
こ
と
は
ど
の
面
接
で
も
同

じ
で
す
。
大
切
な
の
は
、
本
当

に
就
き
た
い
仕
事
で
あ
る
と
い

う
熱
意
を
伝
え
、
ま
た
大
学
生

活
で
得
た
こ
と
を
強
く
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
。
自
分
の
大
学
生

活
が
人
に
誇
れ
る
よ
う
な
も
の

　

私
は
早
く
か
ら
大
好
き
な
自

動
車
に
関
わ
れ
る
業
界
に
進
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
２

年
次
後
期
の
ゼ
ミ
で
は
自
動
車

の
国
内
メ
ー
カ
ー
の
戦
略
や
特

長
を
技
術
面
か
ら
分
析
。
３
年

次
で
は
も
う
少
し
視
野
を
広
げ

て
業
界
を
分
析
し
、
就
職
活
動

で
は
自
動
車
業
界
を

軸
に
も
の
づ
く
り
系

と
Ｉ
Ｔ
系
の
企
業
に

絞
る
こ
と
に
決
め
ま

し
た
。
特
に
自
動
車

業
界
の
企
業
は
、
個

別
に
企
業
の
概
要
と

取
引
先
企
業
、
ま

た
、
実
績
や
企
業
の

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
丁

寧
に
調
べ
て
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

２
人
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
履
歴

書
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
添

削
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同

じ
方
に
継
続
的
に
対
応
し
て
も

ら
う
こ
と
で
問
題
点
を
共
有
で

き
る
こ
と
、
ま
た
書
類
の
内
容

に
一
貫
性
を
も
た
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
逆
に
、
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
模
擬
面
接

は
、
あ
ま
り
面
識
の
な
い
方
に

対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
番
で
は
当
然
知
ら
な
い
方
が

面
接
官
に
な
る
た
め
、
模
擬
面

接
で
も
緊
張
感
を
持
っ
て
臨
む

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
た
か
ら

で
す
。

　

12
月
か
ら
説
明
会
な
ど
の
情

報
を
詳
し
く
調
べ
て
エ
ン
ト

リ
ー
す
る
企
業
を
選
定
し
て
い

ま
し
た
。
内
定
を
い
た
だ
い
た

企
業
は
就
職
情
報
サ
イ
ト
非
掲

載
の
企
業
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
下
調
べ
が
遅
れ
ま
し
た
が
、

企
業
サ
イ
ト
の
採
用
情
報
ペ
ー

ジ
を
通
じ
て
２
月
ご
ろ
に
電
話

で
直
接
説
明
会
へ
の
参
加
を
申

し
込
み
ま
し
た
。
希
望
す
る
進

路
を
実
現
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
い

ビジネス情報学科 4年
岡崎　光希さん

広島県／広島観音高校出身

就
職
先　

株
式
会
社
ヒ
ロ
テ
ッ
ク

憧
れ
て
い
た
業
界
へ
の
進
路
を
実
現

私
の
就
職
活
動
体
験
記

私
の
就
職
活
動
体
験
記

経済学科 4年
大西　和貴さん
山口県／華陵高校出身

就
職
先　

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社

強
い
意
志
で
、
部
活
動
と
両
立

国際地域経済学科 4年
出雲　駿さん

広島県／広島新庄高校出身

就
職
先　

株
式
会
社
エ
デ
ィ
オ
ン

心
の
準
備
と
切
り
替
え
が
大
切

重
複
し
な
い
よ
う
に

慎
重
に
調
整
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
ど
う
し
て
も
重

複
し
て
し
ま
い
、
参

加
で
き
な
い
面
接
や

説
明
会
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
ど
の
よ

う
な
判
断
を
す
る
か

が
未
来
に
も
大
き
く
関
わ
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。「
自
分
は

何
が
し
た
い
の
か
」
を
と
こ
と

ん
考
え
て
お
く
こ
と
が
、
夢
の

実
現
に
は
本
当
に
大
切
だ
と
感

じ
ま
す
。

　

就
職
活
動
を
す
る
う
え
で
、

最
初
は
何
か
ら
始
め
れ
ば
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
人
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
自
己
分

析
を
し
っ
か
り
行
い
、
自
分
を

知
る
こ
と
が
第
一
歩
だ
と
思
い

ま
す
。そ
れ
を
怠
っ
て
い
る
と
、

自
分
の
進
む
べ
き
道
が
な
か
な

今

卒
業
生
は

平
成
25
年
司
法
試
験
に
合
格
！

　

法
曹
と
し
て
社
会
貢
献
を
め
ざ
し
ま
す
。

司
法
修
習
生

田
島
侑
介
さ
ん

経
営
学
科　

平
成
20
年
３
月
卒
業

　

平
成
25
年
の
司
法
試
験
に
合

格
し
ま
し
た
。
今
秋
か
ら
約

１
年
間
の
司
法
修
習
に
取
り
組

み
、
修
了
後
は
念
願
だ
っ
た
法

曹
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

広
島
経
済
大
学
に
入
学
し
た

当
初
は
明
確
な
将
来
の
目
標
は

な
く
、
自
分
が
法
曹
を
め
ざ
す

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
経
営
学
の
専
門

科
目
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な

授
業
を
受
け
、
ま
た
数
多
く
の

書
籍
を
読
む
な
か
で
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
課
題
や
市
民
生
活
に
お
け

る
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
な
ど
に
力

を
発
揮
で
き
る
『
法
曹
の
仕

事
』
に
い
つ
し
か
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
に

法
科
大
学
院
へ
の
進
学
を
決
め

た
の
は
４
年
次
に
な
ろ
う
と
す

る
時
期
。
法
的
な
思
考
法
や
知

識
を
少
し
で
も
身
に
つ
け
よ
う

と
「
民
法
」
や
「
商
法
」
な
ど

の
科
目
を
受
講
し
、
準
備
を
進

め
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

意
外
だ
っ
た
の
は
想
像
し
て
い

た
以
上
に
す
ん
な
り
と
知
識
が

入
っ
て
き
た
こ
と
。
先
生
の
レ

ク
チ
ャ
ー
が
と
て
も
丁
寧
だ
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
司

法
試
験
の
民
事
系
科
目
を
苦
手

と
し
な
か
っ
た
の
も
、
広
島
経

済
大
学
で
わ
か
り
や
す
い
民
法

や
商
法
の
授
業
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

法
科
大
学
院
で
は
勉
学
に
集

中
し
、
修
了
後
も
試
験
直
前
は

１
日
あ
た
り
10
時
間
以
上
を
勉

強
に
割
き
ま
し
た
。
振
り
返
っ

て
思
う
の
は
、
合
格
の
た
め
に

は
自
分
に
適
し
た
勉
強
法
を
確

立
す
る
こ
と
と
、
客
観
的
な
視

点
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
助

言
者
を
見
つ
け
る
こ
と
が
本
当

に
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
い
い
先
生
と
仲
間
た
ち
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
受
験
で
合
格
で
き

た
司
法
試
験
の
成
績
は
あ
る
程

度
は
満
足
で
き
る
水
準
で
し

た
。
今
後
は
そ
の
知
識
を
実
務

で
活
か
す
た
め
の
訓
練
に
励
み

ま
す
。
研け

ん
さ
ん鑽
を
重
ね
、
ゆ
く
ゆ

く
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
仕
事

内
容
に
納
得
し
て
も
ら
え
る
法

律
家
に
な
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら

の
目
標
で
す
。
そ
し
て
、
広
島

経
済
大
学
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま

で
私
を
支
え
て
く
れ
た
社
会
に

恩
返
し
が
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
は
困
難
な

道
が
待
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
力
強
く
乗
り
越
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
就
職
活
動
が
迫
っ
た
３

年
次
の
秋
、
ま
ず
は
就
職
情
報

サ
イ
ト
で
業
界
研
究
や
企
業
研

究
を
始
め
ま
し
た
。
な
る
べ
く

詳
し
い
企
業
情
報
に
触
れ
た
ほ

う
が
進
路
先
の
決
定
に
役
立

つ
と
思
い
、『
広
島
企
業
年
鑑
』

や
『
四
季
報
』
も
活
用
。
さ
ら

に
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
会
に
出
席
し
て
「
仕
事
の
実

際
」
を
理
解
す
る
よ
う
に
努
め

ま
し
た
。
11
月
ご
ろ
に
は
希
望

の
業
種
を
何
種
類
か
に
絞
れ
る

よ
う
に
な
り
、
自
分
の
希
望
に

合
う
会
社
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
企

業
の
採
用
情
報
が
広
報
さ
れ
る

12
月
か
ら
企
業
説
明
会
や
合
同

説
明
会
に
参
加
。
２
月
ご
ろ
か

ら
採
用
へ
の
ス
テ
ッ
プ
が
本
格

化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
の
時
期
で
大
変

だ
っ
た
の
は
、
毎
日
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
で
す
。
予
定
が

か
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

就
職
活
動
中
に
知
り
合
う
人
と

の
情
報
交
換
も
大
切
で
す
。
就

職
活
動
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ

メディアビジネス学科 4年
福田　穂香さん

広島県／広島翔洋高校出身

就
職
先　

株
式
会
社
フ
タ
バ
図
書

自
己
分
析
が
夢
の
実
現
へ
の
第
一
歩

ら
け
な
の
で
、
常
に
ア
ン
テ
ナ

を
高
く
立
て
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

収
集
し
、
そ
れ
ら
を
自
分
な
り

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思

う
の
で
、
こ
れ
か
ら
就
職
活
動

に
取
り
組
む
方
は
そ
れ
を
見
逃

さ
な
い
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

で
あ
れ
ば
、
そ
の
自
信
は
面
接

で
も
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
意
味
で
も
、
僕
に
と
っ
て
部

活
動
を
頑
張
り
続
け
た
こ
と
は

確
か
な
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
シ
ョ
ッ

ク
な
こ
と
で
す
が
、
そ
ん
な
と

き
で
も
気
持
ち
を
切
り
替
え

て
、
次
に
進
む
メ
ン
タ
ル
の
強

さ
が
大
切
。
そ
う
し
た
厳
し
い

時
期
を
乗
り
越
え
た
こ
と
で
、

周
り
に
流
さ
れ
ず
自
分
の
ペ
ー

ス
で
就
職
活
動
に
取
り
組
む
強

い
意
志
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
精
神
的
に
タ
フ
に
な

れ
た
こ
と
も
、
就
職
活
動
で
僕

が
得
た
大
き
な
収
穫
で
す
。

　

私
は
３
年
次
の
夏
休
み
く
ら

い
か
ら
、
就
職
情
報
サ
イ
ト
や

業
界
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
業
界

研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。
個
別

の
企
業
に
つ
い
て
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
を
集
め
ま

し
た
。
私
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
情
報
収
集
す
る
と
き
は
、
な

る
べ
く
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

パ
ソ
コ
ン
を
使
う
よ
う
に
し
て

い
ま
し
た
。
何
か
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
ス

タ
ッ
フ
の
方
に
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
し
、
ま
わ
り
に
は
就
職

関
連
の
情
報
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
便
利
だ
か
ら
で
す
。

　

12
月
か
ら
企
業
の
説
明
会
が

始
ま
り
、
そ
こ
か
ら
採
用
に
関

わ
る
取
り
組
み
も
活
発
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
履
歴
書
や

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

な
ど
の
書
類
審
査
、

ウ
ェ
ブ
試
験
、
筆
記

試
験
、
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
集
団
や
個
別
で

の
面
接
、
ほ
か
に
も

デ
ィ
ベ
ー
ト
や
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
が
課
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
し
た
。
採
用
試
験
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
選
考
に
沿
っ
た
対
策

が
必
要
で
す
し
、
企
業
に
関
す

る
理
解
度
も
高
め
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
面
接

で
は
「
同
業
種
で
も
な
ぜ
我
が

社
を
志
望
す
る
の
か
？
」
と

い
っ
た
質
問
を
よ
く
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
に
は
業
界
や
個
別
の

企
業
の
知
識
、
ま
た
自
分
の
希

望
な
ど
も
含
め
て
答
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
こ

と
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
悩

ん
だ
と
き
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
で
相
談
し
て
い
ま

し
た
。
自
分
だ
け
で
は
乗
り
越

え
に
く
い
と
き
、
協
力
者
が
い

る
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
大
切

で
す
。
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
に

臨
む
み
な
さ
ん
に
も
、
就
職
活

動
の
現
場
で
出
会
う
人
と
の
縁

は
大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。自
分
の
努
力
に
加
え
て
、

企
業
の
方
、
同
じ
就
活
生
、
大

学
の
先
生
や
職
員
の
方
、
ま
た

経営学科 4年
前川　瑞希さん

愛媛県／新居浜西高校出身

就
職
先　

株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
フ
ル
活
用

就
職
支
援
強
化
・
就
職
活
動
利
便
性
向
上
の
た
め

立
町
キ
ャ
ン
パ
ス
（
広
島
市
中
区
）
に
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

立
町
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
（
仮
称
）
を
設
置

　

12
月
１
日

か
ら
の
就
職

活
動
解
禁
に

合
わ
せ
、
広

島
市
立
町

と
い
う
オ

フ
ィ
ス
街
中

心
部
に
位
置

す
る
広
島
経

済
大
学
「
立

町
キ
ャ
ン
パ

ス
」
に
キ
ャ

リ
ア
セ
ン

タ
ー
立
町
サ

テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
（
仮

称
）
を
設
置

し
た
。

　

オ
フ
ィ
ス

に
は
、
企
業

の
検
索
や
、

立町キャンパスに設置されたサテライトオフィス（仮称）

社
会
人
の
先
輩
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
人
に
学
び
、
力
を
得
て
就

職
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
自
ず
と
道
は
ひ
ら
か

れ
る
と
思
い
ま
す
。

履
歴
書
様
式
が
印
刷
で
き
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
完
備
の
パ
ソ
コ

ン
や
プ
リ
ン
タ
ー
を
設
置
。
服

装
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
の
姿
見

や
、就
職
情
報
紙
な
ど
も
置
く
。

　

設
置
の
目
的
は
、
企
業
が
集

中
す
る
市
内
中
心
部
に
位
置
す

る
「
立
町
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
、

本
学
学
生
が
企
業
訪
問
な
ど
の

合
間
に
立
ち
寄
り
、「
一
息
つ

け
る
場
所
」
と
し
て
、
ま
た
、

学
生
同
士
の
情
報
交
換
や
収
集

な
ど
、
有
効
活
用
し
て
も
ら
う

こ
と
で
あ
る
。

　

現
在
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
手
づ
く
り
の

空
間
で
は
あ
る
が
、
今
後
利
用

す
る
学
生
た
ち
の
要
望
を
確
認

し
、
少
し
ず
つ
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く
予
定

だ
。

学
生
と
い
う
環
境
に
甘
え
る
こ

と
な
く
、
社
会
を
意
識
し
た
生

活
を
送
っ
て
い
れ
ば
、
就
職
活

動
に
も
自
信
を
持
っ
て
臨
ん
で

い
け
る
と
思
い
ま
す
。

に
消
化
で
き
た
こ
と
が
、
私
に

と
っ
て
「
満
足
で
き
る
就
職
活

動
」
を
実
現
で
き
た
大
き
な
要

因
だ
と
思
い
ま
す
。
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秋
の
叙
勲

　

平
成
25
年
秋
の
叙

勲
の
受
章
者
が
発
表
さ

れ
、
本
学
三
宅
勝
次
教

授
が
「
旭
日
双
光
章
」

を
受
章
し
た
。
こ
れ
は

三
宅
勝
次
教
授
が
長
年
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
し

た
と
し
て
授
与
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

三
宅
勝
次
教
授
は
平
成
21
年
４
月
よ
り
公
益
財
団
法

人
日
本
陸
上
競
技
連
盟
副
会
長
及
び
公
益
財
団
法
人
日

本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
評
議
員
に
就
任
し
て
い
る
。

本
学
三
宅
勝
次
教
授
が
秋
の
叙
勲
に

お
い
て
「
旭
日
双
光
章
」
を
受
章

募集人員

出願期間

試 験 日
合格発表

Ⅱ期＝平成26年1月24日（金）～2月12日（水）【締切日消印有効】

Ⅱ期＝平成26年2月20日（木）･21日（金）

Ⅱ期＝平成26年2月26日（水）午前10時

■大学院　博士課程前期課程
［一般選抜］

経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程[研究者養成コース・経
済学専修コース]10名（外国人留学生、社会人特別選抜、国外受験
者、外国人留学生指定校推薦を含む）

募集人員

出願期間

試 験 日

合格発表

Ⅱ期＝平成26年1月24日（金）～2月12日（水）【締切日消印有効】

Ⅱ期＝平成26年2月21日（金）

Ⅱ期＝平成26年2月26日（水）午前10時

［社会人特別選抜］
経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程（修士）
[経済学専修コース]若干名

3名程度（外国人留学生を含む）募集人員
出願期間
試験・選考日
合格発表

平成26年1月27日（月）～2月5日（水）

平成26年3月4日（火）

[学内特別選抜]（学部との５年プログラム試験）

学
部
３
年
次

平成26年2月27日（木）

経済学研究科経済学専攻博士課程後期課程（研究者養成コース）3名
（外国人留学生、国外受験者を含む）募集人員

出願期間

試 験 日

平成26年1月24日（金）～2月12日（水） 【締切日消印有効】
平成26年2月20日（木）

■大学院　博士課程後期課程

合格発表 平成26年2月26日（水）　午前10時

■学部　資格スカラシップ推薦入学試験（2期・3期）

出願期間
試 験 日
合格発表

2期
平成26年1月6日（月）～1月24日（金）締切日消印有効
平成26年2月6日(木)
平成26年2月17日（月）午後3時

平成26年2月18日（火）～3月3日（月）締切日消印有効
平成26年3月11日(火)
平成26年3月14日（金）午後3時

募集人員

出願期間
試 験 日
合格発表

3期

経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・メディアビジ
ネス学科・スポーツ経営学科　若干名

■学部　一般入学試験（1期・2期）
募集人員

合格発表
試 験 日
出願期間

平成26年2月6日（木）・7日（金）
平成26年1月6日（月）～1月24日（金）締切日消印有効

平成26年2月17日（月）午後3時

経済学部／経済学科105名、経営学科100名、ビジネス情報学科25名、
メディアビジネス学科25名、スポーツ経営学科25名

募集人員

合格発表
試 験 日
出願期間

平成26年3月11日（火）
平成26年2月18日（火）～3月3日（月）締切日消印有効

平成26年3月14日（金）午後3時

経済学部／経済学科20名、経営学科20名、ビジネス情報学科5名、
メディアビジネス5名、スポーツ経営学科5名

1期

2期

※試験日自由選択制　2月6日・7日の試験日をどちらか、又は両日とも選択できま
す。両日とも同一学科を受験した場合は、高得点の方で選考します。

※複数学科併願制　1回の受験で5学科まで出願できます。

■学部　入試センター入学試験（1期・2期）

出願期間
合格発表

募集人員

出願期間
合格発表

1期

2期

平成26年1月6日（月）～1月31日（金）締切日消印有効
平成26年2月17日（月）午後3時

平成26年2月18日（火）～3月3日（月）締切日消印有効
平成26年3月14日（金）午後3時

募集人員 経済学部／経済学科40名、経営学科40名、ビジネス情報学科10名、
メディアビジネス学科10名・スポーツ経営学科5名

経済学部／経済学科10名、経営学科10名、ビジネス情報学科5名、
メディアビジネス学科5名

※複数学科併願制　1回の受験で1期は5学科、2期は4学科まで出願できます。

■学部　社会人入学試験
募集人員 経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・

メディアビジネス学科・スポーツ経営学科　若干名

出願期間 平成26年2月18日（火）～3月3日（月）締切日消印有効

試 験 日 平成26年3月11日（火）

合格発表 平成26年3月14日（金）午後3時
※社会人入学試験を希望する者は、入試課（082-871-1313）までお問い合わせください。

■学部　外国人留学生公募制推薦入学試験

出願期間
試 験 日

平成25年12月9日（月）～12月24日（火）締切日消印有効

平成26年1月5日（日）

募集人員 経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・
メディアビジネス学科　6名

※複数学科併願制　1回の受験で3学科まで出願できます。

合格発表 平成26年1月9日（木）午後5時

■学部　外国人留学生入学試験【国内志願者】（Ⅰ期・Ⅱ期）

合格発表

試 験 日 Ⅰ期＝平成26年2月10日（月）／Ⅱ期＝平成26年3月3日（月）

募集人員 Ⅰ・Ⅱ期＝経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・
メディアビジネス学科　若干名

※複数学科併願制　1回の受験で2学科以上出願することが可能です。

出願期間 Ⅰ期＝平成26年1月6日（月）～1月29日（水）締切日消印有効
Ⅱ期＝平成26年2月3日（月）～2月21日（金）締切日消印有効

Ⅰ期＝平成26年2月17日（月）午後5時
Ⅱ期＝平成26年3月6日（木）午後5時

入試課

平成26年度
学生募集要項

平成26年度推薦入試結果報告
平成26年度推薦、編入学試験を11月20日に実施した。
また、9月には、AO入学試験を実施した。
以下の表を入試結果として報告する。

平成26年度推薦入学試験結果
入学試験 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

特

別

ス ポ ー ツ 35 61 59 51 1.2
特 定 資 格 15 11 11 11 1.0
文 化・ 社 会 10 4 4 4 1.0
海 外 経 験 2 0 0 0 0.0
合　　計 62 76 74 66 1.1

資格スカラシップ 若干名 4 4 4 1.0

一
般
公
募

経 済 学 科 55 111 110 73 1.5
経 営 学 科 50 131 131 85 1.5
ビ ジ ネ ス 情 報 学 科 10 35 35 27 1.3
メ デ ィ ア ビ ジ ネ ス 学 科 10 16 16 11 1.5
ス ポ ー ツ 経 営 学 科 10 42 42 19 2.2
合　　計 135 335 334 215 1.6

平成26年度AO入学試験結果
入学試験 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

AO 20 24 23 6 3.8  

平成26年度編入学入学試験結果
入学試験 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

編入学 若干名 3 3 1 3.0

　『論集』の最新号は、１号館玄関・図書館・メディア情報センター等に置いていますので、各自自由に
持ち帰ってください。また、バックナンバーをご希望の方は、地域経済研究所まで来てください。

学生の皆さんへ

◆広島経済大学経済研究論集　第36巻　第2号（2013年9月）
【論　説】
映画祭のインターナル・マーケティング 矢澤　利弘（教　授）
「ゲーム」の消費と資金的価値　―スポーツの消費と購買― 永田　　靖（教　授）
スマートフォン市場におけるロックイン戦略の検証
　―Appleの成長戦略（１）― 山本　雅昭（教　授）
沖縄における企業の生成・発展に関する史的研究 山内　昌斗（准教授）
 上間創一郎（沖縄女子短期大学非常勤講師）
 城間　康文（阪南大学非常勤講師）
【研究集会報告】
市場経済の役割、市場の失敗とコミュニティ政策の視点 中嶋　則夫（准教授）

◆広島経済大学研究論集　第36巻　第2号（2013年9月）
【論　説】
スポーツ基本法の処方箋　―新福祉国家― 内海　和雄（教　授）
「ノモス」と「ピュシス」　
　―古代思想から近代思想へのその展開― 大田孝太郎（教　授）
中学校の進路指導に関する研究 餅川　正雄（教　授）
「倫理」カリキュラムの改善　
　―市民的資質育成の観点から― 胤森　裕暢（准教授）
ICT利用によるデータ収集ならびに感性時系列データ分析 堂本　絵理（助　教）
【翻　訳】
マイク・ハギンズ教授講演ノート「スポーツツーリズム」 松本　耕二（准教授）
 岡安　　功（准教授）
 渡辺　泰弘（助　教）
 内海　和雄（教　授）

◆広島経済大学経済研究論集　第36巻　第3号（2013年12月末刊行予定）
吉田義宏教授 写真・略歴・業績
献辞　吉田学校よ、永遠に 一橋　信之（教　授）
【論　説】
中国の産業安全論争とその政策的反映（中） 片岡　幸雄（教　授）
 胡　 （南条装備工業株式会社）
集落営農法人の成長要因に関する一考察　
　―広島県と大分県の実態調査を中心に― 山本　公平（准教授）
 森　宗一（別府大学講師）
【研究ノート】
日本のスポーツ関連企業の自己資本利益率格差
に関する産業組織論的考察 松水　征夫（教　授）
株式会社設計思想に関する主要概念　
　―主要経営機関の日米比較― 高岡　義幸（教　授）
【研究集会報告】
中山間地域における地域づくり　
　―６つの要素と今後の方向性― 藤谷　則夫（教　授）

◆広島経済大学研究論集　第36巻　第3号（2013年12月末刊行予定）
【論　説】
「日本人の災害観と防災文化」再考 松井　一洋（教　授）
中学校進路指導の視点から見た高等学校教育の現状に関する研究（Ⅰ） 餅川　正雄（教　授）
鹿児島県瀬戸内町与路方言の敬語形式 重野　裕美（助　教）
【研究集会報告】
校内研修としての授業研究の方向性　
　―小・中学校現場の取組の工夫から― 胤森　裕暢（准教授）

　フックは、イギリスの物理学者で、精密な実験と厳格な 
帰納法に基づく実験物理学の方法論を築いた思想家でもある。弾性に関する「フックの法
則」の提唱者としても知られており、古今を通じて最も多才ですぐれた科学者の一人であっ
た。天文学、光学および物理学の全部門、力学、工学、建築に対する彼の貢献は数え切れない。
1662 年には新しく設立された王立協会の実験管理者に任命され、その後死ぬまでイギリ
スの科学界の中心となった。彼はあらゆる分野での科学研究方法を提案、指示を与え、自
身も数多くの実験を行った。フックは、研究成果を著作の形ではわずかしか後世に残さな
かったが、その内「顕微鏡図」が最も有名である。この著作は、無機物に始まり、植物体、
動物体への研究へと進む５７の顕微鏡観察と３つの望遠鏡観察の図を掲載しており、他の
いくつかの分野についても非常に重要な科学的観察も記載している。
　初版は発行部数が少なく、1667 年に再刊され、これが内外に普及したが、この時再刊
の旨を明記していなかったため、初版と間違えられ 1667 年出版と記載されているものが
多い。

Hooke, Robert, 1635-1703
Micrographa: or some physiological descriptions of minute bodies 
made by magnifying glasses. With observations and inquiries 
thereupon.
London : John Martyn, and James Allestry for the Royal Society,  
1665  [36],246,[10]p., [37] leaves of plates (some partially folded): ill. ; 
29cm

フック「顕微鏡図」初版　1665 年　ロンドン刊
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三宅勝次教授

髙田義典様
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